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幸若舞の本における胡麻点の用法に関する考察
―毛利家本歌謡集 3 種の分析と比較―
A Study of Usage of Goma-ten in the Books of Kōwakamai:
Analysis and Comparison of Three Kinds of Mōrike-bon-kayō-shu
武　藤　綺　音
MUTOH Ayane
Kōwakamai, originating in the 15th century Japan, is a dance with vocal music in 
recitative style. Despite its remarkable popularity from the Sengoku period to the Edo period, 
it has declined today and the traditional method of the musical notation seen in the Books of 
Kōwakamai, which the lyrics are recorded in, is no longer systematically comprehended. This 
paper surveys the usage of Goma-ten, the most basic element of notation for Kōwakamai music, 
through analysis and comparison of three kinds of Mōrike-bon-kayō-shu (Anthologies of Songs 




























































瞭なもの 6」と述べている。現在、原本を防府毛利報公会博物館が所蔵しているほか、影印 7 が横山・
村上（1980）として出版されており、閲覧は容易である。










報を表 1 にまとめた。テキストの共通箇所を含む収録曲と章段の詳細については、稿末の表 5 を
参照されたい。
表 1　毛利家本歌謡集 3 種の概要（柴田 2013: 91 より作成）
名称 毛利家幸若安信本 毛利家幸若長明本 毛利家幸若直政本
成立年 1618 1688 1690
収録曲・章段数 12 曲　計 16 章段 21 曲　計 25 章段 7 曲　計 7 章段














本項では、図 1 に引用した長明本中の一節を例に、全要素を (1) 曲節型名、(2) 「上」、「中」、「下」といっ














































表 2 　安信本中の 6 曲にみられる胡麻点一覧
グループ 種類 形状 出現曲目と位置（下線で表示、出現順）





















語り物を対象にした国語学的先行研究 11 をみるに、この 2 種類の胡麻点は、日本語のアクセント
10  註 7 を参照。
11 こうした研究は数多いが、声明を採り上げた一例として、金田一（2003）が挙げられる。













　⑦は 1 曲のうちの 2 箇所に出現するに過ぎず、これらのわずかな例から特性を判断するのは尚














12 《老人》の「うちには」は、七五調で書かれたテキスト中の 5 音からなるべき 1 句に、実際には 4 音しか含まれていないとい
う箇所であり、こうした箇所を歌う際には、うち 1 音の音価を倍にするという処理がなされる。したがってこの「は」は「はー」
という長音となる。なお、日本音楽全般にわたって、こうした処理を「産み字」という。






科》の 8 曲を調査したところ、計 16 種類の胡麻点が確認された。これらを形状の特徴によって便
宜的なグループに分類し、出現する曲目と曲中の位置とあわせ、表 3 に示した。
表 3　長明本中の 8 曲にみられる胡麻点一覧
グループ 種類 形状 出現曲目と位置（下線で表示、出現順）
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いること、(2) 胡麻点の形状と「上」、「中」、「下」表記を連動させる傾向にあること、という 2 点
が挙げられる。
図 2　長明本《兵庫》より（横山・村上 1980: 480　活字筆者）
折れ線（対称）グループ
　④ならびに⑥については、それぞれ 1 例しかないため、機能を推測することはできない。









ことから、異なる 2 系統の機能を、この 1 種類の胡麻点が担っている可能性がある。












　⑫は、全 7 例のうち 4 例で、同じ形状である安信本⑨と同様に、母音 /i/ との結びつきがみられ
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表 4　直政本中の 6 曲にみられる胡麻点一覧














曲線 ⑦ つ 《四国落》（「らん、のふ」）、《老人》（「うちには」）、《山科》（「やまの」）


































































　また、2017 年 2 月、福井県越前町の郷土史家である山口信嗣氏にお会いし、当地の研究施設「幸
若情報文化センター」にて、数々の貴重な資料を見せていただくとともに、研究について、多くの
ご指南を賜りました。厚く御礼申し上げます。
14 朝日町誌編纂委員会編 1995: 61。
15 柴田 2013: 349。
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表 5　毛利家本歌謡集 3 種の収録曲と章段の一覧
曲名 安信本 長明本 直政本
《一天平》 × 一天平かにして ×
《松の枝》 × 常盤なる松のえ 松の枝にはひな
《長生殿》 × 長生殿のうちに ×
《山科》 × 山科の山の岩根 山しなのやまの
《天下泰平》 × 天下泰平國土安 ×
《老人》 老人は若くなり 老人はわかくな 老人はわかくな
《四季の節》 × あら面白のやつ ×












《十番切》 × 大友の左近将監 ×
《硫黄ヶ嶋》 黒雲あつくへた × ×













《入鹿》 × × こんこつのさう





《蓬莱山》 × 酒に数多の威徳 ×
《熊野落》 × とかむる事はな ×
《湊川》 × 正成是を最期の ×
《日本記》 日本國のあはち 日本我朝は小國 ×
《腰越》 × これや天智天皇 ×
《静》 司土うとましか 彼若宮と申はう ×
章段はその冒頭の 7 字をもって示した。
また、二つ以上の本に共通する章段は下線によって強調した。
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